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基準価額の下値目安値の改定および足元の運用状況について 

1.  

運用実績 

※下値目安値は基準価額がこれを下回らないように目標とされる水準であり、基準価額が下値目安値を下回らないことを委託会社が保証
等するものではありません。 

※資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。また、将来の運用成果等を示唆・保証するものではあ 
 りません。  
※過去の下値目安値については、当ファンドの「マンスリーレポート」をご覧ください。 

2018年6月5日から2018年12月3日までの下値目安値は 

9,045円となります。 

この下値目安値は2018年6月4日の基準価額より7％低い水準です。 

（設定日：201 5年12月4日） 
※期間：2015 年12月3日～2018 年12月3日（日次、ただし基準価額は2018 年6月4日まで） 
※基準価額は設定日前日を10,000 円として計算しています。 
※基準価額は信託報酬控除後です。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 

※分配金および基準価額は1万口当たり。 
※分配金は税引前。 
※上記の分配金は過去の実績であり、将来の 
 分配金の支払いおよびその金額について保 
 証するものではありません。 
※分配金額は、分配方針に基づいて委託会社 
 が決定します。 
 あらかじめ一定の額の分配をお約束するも 
 のではありません。 
 分配金が支払われない場合もあります。 
 

第5期決算(2018 年6月4日時点） 

2018 年6月5日～2018 年12月3日 
下値目安値 9,045 円 

( / / )  

基準価額 9,725

分配金額 0
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1ヵ月 3ヵ月 設定来

-0.40% -1.18% 4.21%

実質株式組入比率 ※1 37.8 Ṿ

株式現物 ※2 51.8 Ṿ

株式先物 ※2 -14.0 Ṿ

マザーファンド組入比率 54.4 Ṿ
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ポートフォリオ構成 

実質株式組入比率の推移 
 

騰落率 

（設定日：201 5年12月4日） 
※期間：2015 年12月4日～2018 年6月4日（日次） 
※基準価額は信託報酬控除後です。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等をお約束するものではありません。 
※下値目安値は基準価額がこれを下回らないように目標とされる水準であり、基準価額が下値目安値を下回らないことを委託会社が保証等 
 するものではありません。 
※資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。また、将来の運用成果等を示唆・保証するものではあり 
 ません。 
※実質株式組入比率はマザーファンドを通じた実質現物株式組入比率に当ファンドおよび当マザーファンドの実質的な株価指数先物組入比 
 率を加えた純資産総額に対する比率です。 

※2018 年6月4日時点 
※1 マザーファンドを通じた実質現物株式組入比率に当ファンド 
  および当マザーファンドの実質的な株価指数先物組入比率を 
  加えた純資産総額に対する比率です。 
※2 比率は実質組入比率であり、純資産総額に対する比率です。  

※2018 年6月4日時点 
※ファンドの騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとし

て算出していますので、 実際の投資家利回りとは異なります。 
※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等をお約束す

るものではありません。 

※各期間は、基準日(2018 年6月4日)から過去に遡っています。
また設定来の騰落率については、設定当初の投資元本を基に
計算しています。 

【指数の著作権等】 
東証株価指数（TOPIX）は、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に
関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。なお、本商品は、㈱東京証券取引所により提供、保証又は販売されるものではなく、
㈱東京証券取引所は、ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。 

2.  

( / / )  

(%)  ( )  

≪当ファンドの運用状況≫ 
 国内株式市場全体の上昇トレンドをとらえながらも、相場下落時には基準価額の下落を一定水準（第5期
決算期の下値目安値：9,300 円）までに抑えることをめざし、第5期の運用を行いました。2018 年4月末時
点では、実質株式組入比率を約43 ％としていましたが、5月は中旬にかけて国内株式市場が上昇基調で推移
したため、株価上昇に応じて実質株式組入比率を徐々に引き上げ、一時65％程度まで上昇させました。その
後は株価が急落したため、実質株式組入比率を大幅に引き下げ、5月末時点では約34 % となりました。 
 組み入れているマザーファンドのリターンが東証株価指数（TOPIX）を上回り、基準価額の下落リスクを
低減させることをめざす運用も想定通り機能したことから、5月のリターンは-0.70％となり、東証株価指数
よりも下落幅をやや抑制できました。第5期決算期運用開始日以降のリターンは-2.75 ％（2018 年6月4日時
点の分配金再投資基準価額：10,421 円）となっております。 

第5期下値目安値 
9,300 円 
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One
324 One

0120- 104- 694 
( 9 5

URL http //www.am- one.co.jp/ 

( ))
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180604JS313337  


